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 会 報 64   白鷹町史談会  

史  談  

２０２１（Ｒ３）       １２．２２ 

年の瀬でお忙しくお過ごしのことと存じます。

コロナの方は少し穏やかな様子ですが、新たな

変異株が現れたということで、まだまだ油断の

できない状態です。 

さて、史談会の方も、やっぱり活発な活動を

計画できないまま、令和３年が暮れようとして

います。けれども、いくつか皆様にお知らせし

なければならないことがありますので、会報を

作りました。どうぞよろしくお願いします。 

 

■会報『史談』３０号の原稿募集 

 本年度総会でお知らせ致しましたが、今年度

は会報『史談』第３０号の発行年です。皆様か

らの原稿を求めます。 

 内容は次のようなものをお願いします。 

  １ 史談会の活動についての感想 

   ・これまでの研修旅行の感想 

   ・これまでの講演会、研究発表会の感想 

   ・今後にしてほしい活動など 

  ２ 郷土の歴史などについての疑問など 

  ３ 自分が調べたり考えたりしたこと 

  ４ その他 

 原稿の締め切りは令和４年１月１５日（水）

とします。石井または守谷へお願いします。 

 ワープロなどで原稿を作成してくださった場

合は、メールの添付ファイルで下記の守谷のア

ドレスにお送りください。どうぞよろしくお願

いします。 

   守谷英一 Moriya-eiichi@nifty.com 

 

■故奥村幸雄先生の著作物を販売しま

す 

 故奥村幸雄先生の御長男、奥村亘さんから、

先生の著作物を御寄贈戴きました。12月12日ま

でに整理が終わりましたので、会員の皆さんに

先行販売を致します。 

 御寄贈戴いた著作物は初期のものはほとんど

なかったのですが、今回頂いたもののほとんど

は、古本屋などでは手に入れることがむずかし

いものばかりです。一部の内容を紹介します。 

①『米沢藩内切支丹の実相』（昭和50年） 佐

野原の切支丹を始め、江戸時代米沢藩内の切支

丹に関する研究。関係史料が多く含まれる。 

②『水鏡』（平成3年） 奥村先生の自伝的随

筆です。米沢高等工業学校時代から高校教員と

して民俗学の道を歩むまで。『水鏡Ⅱ』は山形

新聞「日曜随想」などへ書いたものなど。 

③『和田東潮考』（平成11年）、『遅日庵杜哉

考』（平成15年） この二冊は郷土の俳人和田

東潮と遅日庵杜哉（大貫吉左衛門国寬）の二人

の業績を追ったもの。 

 なお、販売可能冊数、値段の表をこの会報の

裏面に掲載しました。売上金は会報発行費に充

当いたします。会員の皆様には１月７日（金）

から白鷹町歴史民俗資料館（あゆみしる）で開

館時間に販売致します。よろしくお願いいたし

ます。 
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奥村幸雄先生著作物 在庫数及び値段表（2021年12月20日現在） 

出版年 西暦 著書名 在庫冊数 販売価格 

昭和38年 1963 郷土の俳人 和田東潮（ガリ版刷り自家製本） 53 ¥100 

昭和43年 1968 深山紙 2 ¥1,000 

昭和47年 1972 白鷹町指定民俗文化財 鮎貝八幡宮獅子舞 27 ¥200 

昭和49年 1974 瀬戸山物語－十王焼の歴史－ 92 ¥200 

    米沢藩内切支丹の実相 42 ¥200 

昭和52年 1977 手わざの栞－手仕事をたずねて－ 51 ¥200 

昭和56年 1981 祠風土記 195 ¥500 

    小国の民俗風土記 6 ¥500 

昭和58年 1983 白鷹町指定民俗文化財 浅立諏訪神社獅子舞 123 ¥200 

昭和59年 1984 置賜の庶民生活（共著）（一）四季の行事 14 ¥500 

    置賜の庶民生活（共著）（三）人の一生 8 ¥500 

平成2年 1990 天白信仰調査－覚書－ 129 ¥200 

平成3年 1991 水鏡 多数 ¥100 

    水鏡Ⅱ 多数 ¥100 

平成4年 1992 天白信仰調査－覚書Ⅱ－ 40 ¥200 

平成6年 1994 民俗夜話 61 ¥200 

平成7年 1995 蚕の民俗 58 ¥200 

平成8年 1996 山野草の民俗 85 ¥200 

平成9年 1997 二人三脚 置賜霊場巡り 置賜三十三観音 3 ¥200 

平成11年 1999 梵字探訪 多数 ¥100 

    和田東潮考－芭蕉の孫弟子－ 28 ¥200 

平成15年 2003 遅日庵杜哉考－蕉風復帰を希った 郷土の俳人－ 56 ¥200 

平成16年 2004 落穂拾い－水と火と霊と－ 36 ¥200 

 

 部数の少ないものについては、先着順となります。なお、歴史民俗資料館には2部ずつ寄贈する

ことといたします。資料館に寄贈戴いただいた奥村先生の蔵書整理が済み次第、来館すれば閲覧

可能となると思います。 

 

■よいお年をお迎えください 

 新年の史談会活動は、令和4年2月13日（日）に予定されています研修会になります。どのような

研修会にするのかはまだ決定していません。詳細は後日にお知らせします。 

 今年も、残り少なくなりました。来るべき新年は、穏やかな日々になってほしいものです。皆

様、どうぞよいお年をお迎えください。 

 


